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会社・組織紹介
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会社紹介

■ 名 称

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ

■ 本社所在地

東京都江東区豊洲3-3-3

■ 設⽴年⽉⽇

1988年5月23日（2013年で創⽴25周年）

■ 資 本 ⾦

1,425億2,000万円（以下、2014年3月31日現在、

グループ合計）

■ 売上高

1兆3,437億円

■ 従業員数

75,020人

■ 売上高構成

製造・流通・サービ

ス・メディア・通信

⾏政・医療・
⾦融・決済

基盤・
ソリューション

グローバルビジネス

（単位：億円）
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組織紹介

社長

カンパニー

本部 本部 本部

統括部

担当

プロジェクト

統括部

カンパニー カンパニー カンパニー

各種スタッフ
組織

SEPG

SEPG

SEPG

SEPG

コーポレート

SEPG

SEPG



Copyright © 2014 NTT DATA Corporation 6

取組の背景
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発表者自身の背景

大規模のWEB系⾦融システム開発に従事、

終電&休日出勤の日々。

社外のコンサルタントが入っての改善活動、

管理層の号令による標準類に拠らない改善活動、

チーム単位の自発的な小さな改善活動、

オフショア先と共に実施する改善活動

何をどのくらいやればいいのか、効果があるのかわからないし、

開発作業に必死で、改善活動に前向きに取り組めない。

他の部署の人も似たような失敗・悩みがあるみたいだし、

何か効率的な方法を確⽴している⼈はいないのか？

⾃ら異動、コーポレートSEPGになって１年。

CMMIベースの改善活動を全社的に推進する⽴場。

どうにかしたい・・・

うまくいかない・・・

改善活動の
ノウハウを
広めたい！
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取組のきっかけとなった支援先組織のプロフィール

・官公庁系大規模
・主に法律改正に伴う定期的な安定開発

・組織の規模は約130人

・10年以上前にDEV-ML3を達成したがプロセスが形骸化
・今回の改善活動の契機は入札対応
・2014年2月にDEV-ML3のギャップ分析完了

・改善活動経験が浅い
・改善活動にかけるリソースが少ない

改善活動への動
機付けが不⼗分

CMMIアレルギー

企画担当 〇、●、●

AP開発系PJ ●

HWメンテ系PJ ●、●

〇：改善活動経験者
●：改善活動初心者

ギャップ分析チームメンバの構成
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支援先組織からのフィードバック

ギャップ分析を終えて、振り返りをした時・・・

作業や成果物の関連が⾒えず、
どれが重要なタスクかわからなかった

誰が何を何の目的で、どのくらい実
施するのかわからなかった

過去の自分
と同じ！
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コーポレートSEPGから⾒た改善ポイント

ギャップ分析チームの組織側メンバは、
管理者層、コーポレートSEPGから言われるままに
対応していた。

どうしたら自主的
に動いてもらえる
のだろうか・・・
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何が問題か
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原因分析

改
善

活
動

の
立

ち
上

げ
が

う
ま
く

い
か
な

い
管理者層やコーポレートSEPGから
言われるままに対応している

改善活動への

目的意識がない

改善活動が嫌い

スポンサーの

動機づけが不⾜

井の中の蛙で

問題意識がない

改善活動の個々

のタスクの目的を

知らない

改善活動のタスクの

目的に関する情報が不⾜

作業や成果物の関連が⾒えず、
どれが重要なタスクかわからない

何を誰がどのくらい
実施するのかわからない

インプットとアウトプット

の関連や、重要度に

関する情報が不⾜改善活動タスクに

関する体系的な

情報が不⾜ 改善活動を

未経験である

タスク、役割分担、

稼働の詳細情報が

不⾜
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どんな効果が期待できるか
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どんな効果が期待できるか

組織のSEPGが、タスクの目的、内容、成果物等を体系的に理解できる

→組織の⾃律的な活動

組織のSEPGが、タスク、役割分担、稼働の詳細情報を得ることができる

→改善活動の詳細な計画を⽴てられる

→適切なリソースを確保
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何をしたか
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「改善活動Startup」の対象範囲

改善への改善への改善への改善への
動機づけ動機づけ動機づけ動機づけ

状況確認状況確認状況確認状況確認
とととと
スポンサースポンサースポンサースポンサー
シップの確立シップの確立シップの確立シップの確立

改善の基礎改善の基礎改善の基礎改善の基礎
の確立の確立の確立の確立

現状のやり現状のやり現状のやり現状のやり
方の評価と方の評価と方の評価と方の評価と
特徴づけ特徴づけ特徴づけ特徴づけ

戦略と戦略と戦略と戦略と
優先順位優先順位優先順位優先順位
の設定の設定の設定の設定

プロセスチープロセスチープロセスチープロセスチー
ムの設置・ムの設置・ムの設置・ムの設置・
活動の計画活動の計画活動の計画活動の計画

パイロットのパイロットのパイロットのパイロットの
計画・実施計画・実施計画・実施計画・実施

得られた得られた得られた得られた
教訓の教訓の教訓の教訓の
文書化と文書化と文書化と文書化と
分析分析分析分析

組織の組織の組織の組織の
アプローチアプローチアプローチアプローチ
の改訂の改訂の改訂の改訂

開始開始開始開始
(Initiating)

診断診断診断診断
(Diagnosing) 確立確立確立確立

(Establishing)

実施実施実施実施

(Acting)

学習学習学習学習

(Learning)

ソリューションソリューションソリューションソリューション
の作成の作成の作成の作成

評価結果と評価結果と評価結果と評価結果と
改善案の改善案の改善案の改善案の
作成作成作成作成

ソリューションソリューションソリューションソリューション

の見直し・の見直し・の見直し・の見直し・
展開展開展開展開

IDEALモデルの全て
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「改善活動Startup」全体構成

ギャップ分析

アクションプラン
実施

評定

成果物様式・
説明資料

タスクと成果物

用語集

確認観点

社内サイトにて公開

フェーズ コンテンツ

・・ ・・
・・ ・・

・・ ・・
成果物様式・
説明資料

タスクと成果物 確認観点

※「ギャップ分析」のみ作成済

・３つのフェーズ
・各フェーズに紐付く４種類のコンテンツ
・CMMIベースで改善活動をする初心者を想定

E

D

I

A

L

D
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コンテンツ（タスクと成果物）

タスクを
時系列で整理

インプットと
アウトプット

役割分担 稼働

ポイント
� 改善活動の全体を⾒通せるので、能動的な先回りの⾏動がしやすくなる
� 役割分担と稼働があるので、組織が稼働を⾒積もりしやすい
� 各タスクのインプットとアウトプットが明確であり、関連もわかる
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コンテンツ（確認観点）

典型的な質問・
陥りやすいトラップがベース

タスクの目的

ポイント
� 改善活動の個々のタスクへの目的意識を醸成

� 社内の他組織で経験済の失敗の再発を予防

� 完了条件として意識することで
各タスクでやるべきことをその都度完了させられるため、手戻りを予防

１つの「タスクと成果物」に
1〜10個ずつの観点
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コンテンツ（成果物様式・説明資料）

ギャップ分析フェーズは
32種類の様式・説明資料

NTTデータグループ内の
有効事例

ポイント

� ⻑年蓄積してきた、⽀援を担当した社内組織の成果を体系化し有効活用

⼀覧で整理
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コンテンツ（用語集）

散在していた改善活動全般
の用語説明を一元化

初心者だった発表者自身が蓄
積してきた用語集を活用した、

わかりやすい解説

ポイント

� 改善活動に関係するあらゆる活動で利⽤できる
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効果が出たか
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効果測定の計画

2014/2
ギャップ分析完了

2014/8
対面説明でフィードバックを獲得

組織A

・⾃律的な活動ができて
いるか
・適切なリソースを確保で
きたか
・適用先SEPGと対面で
振り返り

組織B

今後、ギャップ分析
実施予定

組織C

2014年7月〜
社内ポータルサイトで
Startupのリリースを
月１回以上周知

・参照数、ダウンロード数モニタリング
・随時質問・要望受付

全社

現状 効果測定時期と方法

2014/7
対面説明で
フィードバック
を獲得

2014/9
対面説明で
フィードバック
を獲得
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効果測定の結果

2014/8
対面説明でフィードバックを獲得組織A

・⾃律的な活動
ができているか
・適切なリソース
を確保できたか
・適用先SEPGと
対面で振り返り

組織B

組織C

・参照数、ダウンロード数モニタリング
・随時質問・要望受付全社

効果測定時期と方法

2014/7
対面説明で
フィードバック
を獲得

2014/9
対面説明で
フィードバック
を獲得

今後

・参照 692件（7/31〜8/31）
・ダウンロード 98件（同上）
※８月最終週の参照数 全社２位

ニーズを
確認できた

・必要な情報が網羅されている

・これがあれば自分で動けそう

・詳細すぎて重い
・確認観点の必須レベルがわかりづらい

7割方好感触、
しかし現場目
線が不⾜

結果

・コーポレートSEPGにとって、
ノウハウ整理ができ、属⼈化解消へ

・埋もれていた様式・資料を有効活⽤

・計画の⽴てやすさ、⽤語集や様式の

活用は大いに期待できる

・ユーザーインターフェースはもっと直感
的、自動的にできる部分があるのでは

目的や効果へ
の賛同あり、
使いやすさへ
の要望多数

今後
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さらなるパワーアップ
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さらなるパワーアップ

�後続フェーズ（アクション実施、評定）の作成

� より多くの組織への展開
⇒ コンテンツへのフィードバック獲得、
ベストプラクティス収集

�改善活動の必要性が高く経験が浅い、海外会社への展開
（海外への事業拡大に伴ってグループ会社となった会社）
⇒ Startupを英語化＆スリム化
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皆さんとシェアしたいこと
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皆さんとシェアしたいこと

改めて、

改善活動の⽴ち上げがうまくいかないのはなぜだと思いますか？
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質疑応答
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